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日本お よび外国 の市販洗 剤の生分 解性

青山学 院女短大　 ○小林 泰子　 檀上洋 江　 阿部 幸子
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目的　 洗 濯な どの生活 排水によ る河id  汚濁問 題を考える ために 、日 本で市販 されている

合成 洗剤を数 種選び生 分解実験を 行い 、配合さ れている 界面活 性剤の種類や 構造により分

解性が異な るこ とを既に 報告した1> 。そこで 次に 、外国 の洗剤は どのような生 分解挙動を

と るのか 、本報では 、まずアメリカ の合成洗 剤を数種選び 、生 分解実験を行い 、日本の洗

剤 の生分解 性との比較検 討を行っ た。

方法　 アメ リカおよび 日本の洗 剤を数 種選び 、JIS K3363-1990 法に準じ 、フ ェロ イン 試

薬活性物質（F  R  A  S  ）を用いて 、生分解 度を求めた 。また多 摩川の水1  i!に 活性剤が20

曜 に相当す る洗剤を加 え、2  0-Cの イン キュベ ータ ー中で 静置式 ダイ・ アウェ イ ーテスト を

行い、一定時 間毎に 、全有機炭 素（ Ｔ ＯＣ ）とF  R  A  S を測定し 生分解度を 調べた 。さら

に高速液体 クロ マト グ ラフ ィー（ ＨＰＬ Ｃ ）により洗 剤成分中 のＬ ＡＳの組 成を調 べた 。

結果　JIS K3363 法に よる生分 解度試 験の結果 、日本 の洗剤お よび対照とし て用いたＣ

12 L A Ｓは 、いずれ も9  8 ～10   0 ％の生 分解度を得た 。ダイ・ アウェイ・ テスト では洗

剤により 異な る分解 挙動 をとる が 、他に比 べ難分 解性で あるこ とが確認さ れた洗 剤でも、

J   1   S 法では9   9 ％の値を得た 。こ れに対し 、得ら れた アメリカ の洗剤の 結果は まち まち

で、9   0% に満たない ものもあっ た。こ れはH  P  L  C に よる配 合活性剤の 分析と も併せて

考えてみる と、活性剤 の成分や成 分中のLAS の 組成 の違いに よるものであ り 、日 本の洗

剤より分 解性の悪い 構造の活 性剤を多く 含有する ためで あると 思われる 。

1) 。小林 泰子 、阿 部幸子： 家政誌 、39,   895(1988 ）
－


